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pseudomorphism

〈似て非なるもの〉を思考する
擬 似 形 態 学 の 魅 惑 と 危 険
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The str iking similar ity between two objects produced by different cultures at different moments of history fascinated anthro-
pologists, archeologists and l inguists in the 19th century. Their standard explanation of this phenomenon were either diffu-
sion (via human migrations) or the universal i ty of human nature, both of which are highly suspicious to modern scholars. Yet, 
given the ongoing practice (of art crit ics and curators) of drawing connection based on formal similar it ies, one must ask: can 
resemblances teach us something or are they total ly irrelevant?

—Y.-A. Bois

複数のオブジェクトが、文化的・歴史的背景はまったく異なるにもかかわらず、見た目には驚くほどよく似ているということがある。19世紀の人類学、考古学、言語学はこ
の現象に魅了され、なんとか説明をつけようと試みた。しばしば持ち出されたのは「伝播」（作者が移住したために同じ形が複数の時代・地域に広まった）、あるいは「普
遍性」（人間というのはいつの時代・どの地域でも同じようなことをするものだ）といった考え方だったが、どちらも現代の研究者からは疑問視されている。しかしながら
美術批評家やキュレーターたちのあいだでは昨今、形の似た作品を並べてそこに深い結びつきがあるかのように語ることが流行している。とすれば改めて問うてみな
ければならない。わたしたちは類似というこの現象から何かを学ぶことができるだろうか？　それとも類似とは本質的に無意味なものなのだろうか？
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